
（１）○は、それぞれ該当する文字を○で囲む。

（２）○、初診の日ではなく、その傷病について健康保健による療養を始めた日を記入する
ものなので、被保険者証の療養給付記録欄などを見て記入する。

（３）○は、なるべく詳しく記入する。特に、手術をした場合は、手術の名称と手術年月日を、
また、結核性の疾病については検痰成績、安静度、赤沈値、理学的所見などを記入する。�
人工透析または人工臓器等を装着した場合は、実施日または装着日を記入する。�
なお、人工臓器等を装着した場合は、「人工臓器等の種類」を○で囲む。

（４）期間の計算は、両端を入れて計算する。（例）６月13日から６月19日まで＝７日間
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健康保険傷病手当金請求書（第　回目）の書き方（右）


